
裏面に続く 

2019ー2020 ＲＩテーマ ロータリーは世界をつなぐ 

 

クラブテーマ 「感動と夢の輪を広げ、奉仕の心を持って、ロータリーを楽しもう」 

会長/ 古瀬  正勝 ・ 幹事/ 半澤 清彦 

通常例会 1661 回・本年度第 40回 例会日 2020年 6月 24日 会場/天童ホテル    

 

 

創立 35周年記念式典会長あいさつ  古瀬 正勝 会長 

 

皆さんこんばんは。 

本日は大変お忙しい中、天童東RC35周年記念式典に大勢のロータリアン、ご婦人の皆さん

に参加頂き誠にありがとうございます。 

また、本日は来賓として2800地区大久保ガバナー、矢口ガバナーノミニー、佐藤PGガバナー、

山本天童市長、野川商工会議所会頭、天童三クラブと長いお付き合いの天童RC、天童西RC、

そして第三グループの会長・幹事の皆さんです。ようこそいらっしゃいました。公私ともにお忙し

い中を駆けつけてくださいましたことに重ねて感謝申し上げます。 

さて我が東RCも、この4月10日で36歳になりました。本来この35周年記念式典は4月に開催予

定でしたが、新型コロナ感染の影響で本日になりました。 

簡単に35年間を振り返りますと、ガバナー選出2回、野川桂一PG、新関彌一郎PGを輩出して

おります。また、海外友好クラブは、ロシア・ウラジオストック・ウラデコRC、タイ・バンコック・スリオ

ンRC、そしてイタリア・マオステカ市・バッサーノ・デルガラッパ・カウテーリRCです。そして、友好

クラブ的なお付き合いのモンゴル・フレRCです。 

我がクラブの特徴の一つが、平均年齢は高いが若々しいことです。それが、ここ2年余りで、若

い会員が増え名実ともに若々しくなりました。大変うれしく思っております。また、これまでRI（国際

RC）の財団より、日本円で1,600万円の資金提供を受け、数々の奉仕プロジェクトを行ってきまし

た。 

県内への地区補助金事業支援では、「天童市内・花いっぱい事業、天童公園舞鶴山散策路

もみじ支援、天童高原整備支援」、海外では、グローバル補助金事業として、タイ・バンコックの

小学校に浄水器支援を2回行っています。さらに、3度目のグローバル補助金事業として、1週間

ほど前に2800地区の資金援助35,000ドル（日本円で385万円）の承認を受け、RI（国際RC）WF

の最後の承認を受ければ、日本の4地区、4RC 、そしてモンゴル・フレRCの協力のもと、モンゴ

ルの中央病院に総額227，654ドル（日本円で2，500万円）の医療機器の支援に参加することに

なります。 

この医療支援は、肝臓及び尿路のレーザー治療器、エンドスコープ内視鏡など複数台になり

ます。又、地区補助金事業に当クラブより30万円を追加し、50万円の天童公園散策路整備支援

とともに、この二つが35周年事業になれば大変幸せに思います。 

最後になりますが、本日皆様のお力をお借りして、35周年記念式典を開催できることに感謝

申し上げます。本日は最後まで楽しくご歓談くださるようお願い申し上げ挨拶といたします。 
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開会の挨拶      会長あいさつ     市長ごあいさつ    ご来賓祝辞 

志田 泰久 実行委員長 古瀬 正勝 会長    山本 信治 天童市長  第 2800地区 

                                 大久保ガバナー 

 

ご来賓祝辞      懇親会 乾杯      手に手をつないで   閉会の挨拶 

天童商工会議所    佐藤 豊 パスト会長  鞍掛 彰秀 ソングリー 斎藤 幸雄 会長エレ 

野川 勝弘 会頭               ダー         クト 

 

 


